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施設運営部 計画整備課（内線807４）

◇施設概要◇
熱帯生物圏研究センター

琉 球 大 学
◇問い合わせ・連絡先◇

琉球大学熱帯生物圏研究センター

構造・ 階 鉄筋コンクリート造・３階建

延床面積 ９７１㎡

工 期 平成２５年１２月～平成２６年７月

総 工 費 ２億７千万円

設 計 本建物は、昭和５０年建設され塩害により老朽化し

ｺﾝｾﾌﾟﾄ

で行えるコンパクトな施設とした。

◇構内配置図◇ 新管理棟

那覇空港

琉球大学新管理棟は、研究、交流、宿泊を１つの建物の中

た旧管理棟の改築整備である。新たに建設された

を多用している他、空調設備は高効率インバーター

のものを個別に設置している。

省エネ対策としてセンサー制御によるＬＥＤ照明

台風対策として停電時に照明・コンセント等の一

部を自家発電機から給電可能としており、換気設

備はチャッキダンパー等の逆流防止機能を備える。

多目的室・ 食堂

諸 室 学生実習室・講義室

シャワー室、洗面・洗濯機室（男・女）

研究者研究室（宿泊室）×６

学生研究室（宿泊室）×８

事務室・所長室（応接室）

主な仕上 《外装》 壁：複層塗材 屋根：速乾性ｳﾚﾀﾝ防水

《内装》 床：ビニル床シート 壁：合成ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ

天井： ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板張

設 備 入退館電気錠システム

ＬＥＤ照明器具（人感・昼光センサー制御）

空調集中管理コントローラー

全熱交換機型換気扇（台風対策仕様）

海水設備

オストメイト対応多目的トイレ

(発停・温度調整・ｽｹｼﾞｭｰﾙ管理)

エレベーター（１１人乗）

設備：和高建設工業（株）

施 工 建築：（株）屋部土建

実施設計 建築・設備：（株）泉設計

基本設計 琉球大学施設運営部

電気：三協電設（株）



瀬底研究施設・新管理棟

～ 沖縄独自の研究・その新たな拠点として～

(熱帯生物圏研究センター)
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《研究エリア》

多 目 的 室

《交流エリア》

《宿泊エリア》

シャワー＆洗濯場

研究者研究室(宿泊室）学生研究室(宿泊室）

施設を構成するエリア

《事務管理エリア》

熱帯生物圏研究センターでは主にサンゴ礁やマン

グローブに生息する動植物の研究を行っています。

中でも瀬底研究施設はサンゴ礁研究の世界的な

現在、瀬底研究施設には国内外から年間８千人を

超える利用者が訪れ、研究活動を行っています。

進めるため、昼夜を問わず２４時間観察できる施設

拠点となっており、夜間に産卵するサンゴの研究を

整備が不可欠となります。


